
背景及び目的

　畜産農家において糞尿処理が大きな課題となって

おり、堆肥の還元先として遊休地・転作水田の利活

用の促進が求められている。

　また、酪農家によるＦ１子牛生産も増加してお

り、Ｆ１肥育経営を取り組む肥育農家も増えてい

る。しかし、県内では飼養管理技術が一定しておら

ず、良質肉を安定生産できる飼養管理技術が求めら

れている。

　そこで、平成１０～１２年度に肥育前期・中期に粗飼
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要　　　　　　　　　旨

　低コスト飼養を目指すため、生後６か月齢から同一種雄牛産子の雌の若齢肥育試験を行い、増体及び肉質

の同時追求並びに低コスト生産について検討した。

１．肥育前期の増体重は試験区１９０．０�（DG１．０８�）、対照区１８１．８�（DG１．０３�）で両区とも目標

DG１．１�をやや下回った。肥育中期では、試験区が発育良好で１６５．２�（DG１．０３�）、対照区１２５．０�

（DG０．７８�）と試験区が大幅な増加を示し、目標DG１．０�を上回った。肥育後期では試験区１９９．２�

（DG０．９１�）、対照区１５８．０�（DG０．７５�）と試験区が良く、目標DG０．９�を上回った。肥育全期間

では試験区５５４．９±４８．５�（累積DG１．００�）、対照区４６４．８±４７．８�（累積DG０．８５�）と試験区が対

照区を９０．１�上回り、累積DGでも試験区が０．１５�上回った。

２．濃厚飼料の採食量は前期で試験区４．１４�、対照区４．８８�。中期で試験区７．６８�、対照区７．９４�。後期で

試験区９．８０�、対照区９．９６�であった。全期間を通じての飼料要求率は試験区６．９１�、対照区８．７２�で

あった。

３．枝肉成績は枝肉重量で試験区４３６．９�、対照区４７６．８�と対照区が重かったが、これは対照区の開始体重

及び出荷月齢が試験区（２４カ月齢）より４カ月間高い（２８カ月齢）出荷が要因と考える。しかし、ロー

ス芯面積では試験区４７．０±４．２�、対照区４５．０±１．７�と、逆に試験区が２．０�大きかった。皮下脂肪厚

は試験区２．８±０．５�、対照区２．９±０．７�と両区とも厚めであった。ＢＭＳN０．は試験区３．８±０．９、対

照区３．０±０．７と試験区が良好であった。等級は試験区でB３が３頭（７５％）、B２が１頭、対照区はB

３が３頭（６０％）、B２が２頭と等級においても試験区が良好であった。

４．試験区の血中ビタミンＡ濃度は、枝肉成績から適正な推移を示したと考えられた。

５．摂取飼料価格は、１頭当たり１３，９７９円試験区が安く上がった。

１）現　畜産試験場草地・放牧経営部　　２）現　農政部畜産課
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料多給試験を行った結果、増体及び肉質の同時追求

ができたので、本試験ではさらに低コスト飼養を目

指すため、生後６カ月齢からの若齢肥育試験を行

い、増体及び肉質の同時追求した飼養管理を

検討した。

試験方法

１．供試牛

　表１に示すとおり、同一種雄牛産子（糸鶴）のＦ

１（黒毛和種雄×ホルスタイン種雌）雌牛１０頭を試

験区（生後月齢５．９カ月齢）５頭、対照区（生後月

齢９．８カ月齢）５頭の２区に分けて実施した。試験

区は生後６カ月齢から１２カ月齢までを肥育前期、１７

カ月齢までを肥育中期、１７カ月齢以降２４カ月齢まで

を肥育後期とした。対照区は１０カ月齢から１６カ月齢

までを肥育前期、２１カ月齢までを肥育中期、２１カ月

齢以降２８カ月齢までを肥育後期とした。肥育前期か

ら後期まで試験区及び対照区とも５頭を同一房（６

�×４�にパドック８�併設）で群飼した。なお、

試験区の牛番号１８０号は肥育前期終了時に疾病によ

り試験から除外した。

２．試験期間

　２０００年１１月１日～２００２年４月３１日（肥育期間１８カ

月間）。

３．試験及び飼料給与方法

　給与飼料は完全配合飼料とよのくに体系（前期　

CP１６％、TDN７３％、後期CP１６％、TDN７４％）と混

合牧乾草（場内産）及び稲わら、ヘイキューブを給

与した。

　給与方法は肥育前期は肥育前期飼料、肥育中期及

び後期には肥育後期飼料を給与した。牧乾草は前期

及び中期まで給与し、後期は牧乾草の給与を中止

し、稲わらを給与した。また、ヘイキューブは肥育

前期と肥育後期の終了前３ヶ月間給与した。

　給与量については、試験区及び対照区とも前期は

目標DGを１．１�に設定し、濃厚飼料を日本飼養標

準（肉用牛）のTDN要求量の６０％制限給与した。

中期は目標DGを１．０�に設定し、濃厚飼料をTDN

要求量の８０％制限給与した。後期は目標DGを０．９

�に設定し、濃厚飼料をTDN要求量の９５％制限給

与した。また、残りのTDN　要求量を粗飼料で補

うようにした。

４．飼養管理

　１日２回（朝、夕）飼料給与を行い、毎日、朝の

給与前に残食量を秤量し、飼料摂取量を算出した。

飲水は、自由飲水とし、鉱塩も自由に舐めさせた。

　敷料はオガクズを使用し、週１回交換した。
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表１　供試牛

試　　　験　　　区対　　　照　　　区

父体重開始月齢生年月日番号父体重開始月齢生年月日番号

糸鶴２５６．０　９．８Ｈ１２／１／７４２６糸鶴１７６．０６．１Ｈ１２／４／２８１７１

糸鶴３１４．０１０．１Ｈ１２／１２／２９４５０糸鶴１６３．０５．９Ｈ１２／５／４１７２

糸鶴２９９．０　９．８Ｈ１２／１／６５５２糸鶴１６０．５５．８Ｈ１２／５／９１８０

糸鶴２７７．０　９．９Ｈ１２／１／３５５６糸鶴１６１．０５．７Ｈ１２／５／１０１８７

糸鶴３２４．０　９．６Ｈ１５／１／１４５５７糸鶴１５１．０５．９Ｈ１２／５／６１８９

２９４．０　９．８平均１６２．３５．９平均

５．調査項目及び調査方法

　体重は２週間に１回、体高、体長及び胸囲は４週

間に１回測定した。また、８週毎に採血し、血中ビ

タミンＡ濃度を測定した。測定は大分家畜保健衛生

所に依頼した。

　飼料摂取量は、前日の給与量から翌朝の残食量を

差し引いた値を摂取量とした。試験区及び対照区と

も群飼したので、各区の飼料摂取量から１頭当たり

の摂取量を計算した。

　枝肉成績は、と殺翌日に格付けをした、社団法人

日本食肉格付協会の格付け結果を用いた｡
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結果及び考察

１．発育・増体状況

１）肥育前期の発育

　肥育前期の発育を表２に示した。開始時の体重は

試験区で１６２．３±８．０�、対照区は２９４．０±２４．７�と

対照区が月齢が進んでいるため、約１３０�重かっ

た。前期終了時の終了時体重は試験区３５２．６±２８．４

�、対照区４７５．８±３３．９であった。しかし、増体重

は試験区が１９０．３�、対照区が１８１．８�と試験区が増

体が良く、また、期間DGも目標DG１．１�を両区供

やや下回ったものの、試験区が対照区よりも良い発

育を示した。

２）肥育中期の発育

　肥育中期（表３）の終了時体重は試験区５１７．８±

２８．１�、対照区６００．８±４３．７�であった。しかし、

増体重では肥育前期と同様に試験区の発育が良好で

試験区が１６５．２�、対照区が１２５．０�と試験区が大幅

に増加した。また、期間DGも試験区が目標DG１．０

�を上回った。一方、対照区の期間DGは、目標

DGを０．２２�下回り、０．７８�と中期の増体重が延び

なかった。これは、肥育中期の時期が梅雨から夏場

にかかり、そのため暑熱の影響を受けたことや、こ

の時期に発生した下痢の影響等が期間DGを小さく

したと考えられた。

３）肥育後期の発育

　肥育後期（表４）の終了時（出荷時）体重は、試

験区７１７．０±５５．８�、対照区７５８．８±５６．０�で、増体

重は試験区１９９．２�、対照区１５８．０�と肥育前期、中

期と同様に肥育後期も、試験区が良好な発育を示し

た。また、期間DGも試験区０．９４�、対照区０．７５�

と試験区が目標DG０．９�を上回った。

４）肥育全期間の発育

　肥育全期間（表５）の増体重は試験区５５４．９±

４８．５�、対照区４６４．８±４７．８�と試験区が対照区を

９０．１�上回った。また、累積DGにおいても試験区

１．００�、対照区が０．８５�と試験区が対照区を上回っ

た。

表２　肥育前期の発育（平均）
終了時胸囲終了時体長終了時体高ＤＧ増体重終了時体重開始時体重供試頭数
（�）（�）（�）（�／日）（�）（�）（�）（頭）
１６６．６１３５．１１２０．７１．０８１９０．３３５２．６１６２．３５試験区
１８５．６１４８．４１２８．３１．０３１８１．８４７５．８２９４．０５対照区

０．０５　８．５　　差

表３　肥育中期間の発育（平均）
終了時胸囲終了時体長終了時体高ＤＧ増体重終了時体重開始時体重供試頭数
（�）（�）（�）（�／日）（�）（�）（�）（頭）
１９５．０１４８．０１２６．９１．０３１６５．２５１７．８３５２．６４試験区
２０６．６１５９．６１３２．５０．７８１２５．０６００．８４７５．８５対照区

０．２５　４０．２　　差

表４　肥育後期の発育（平均）
終了時胸囲終了時体長終了時体高ＤＧ増体重終了時体重開始時体重供試頭数
（�）（�）（�）（�／日）（�）（�）（�）（頭）
２２３．３１６３．２１３６．３０．９１１９９．２７１７．０５１７．８４試験区
２３１．８１６４．４１３８．００．７５１５８．０７５８．８６００．８５対照区

０．１６　４１．２　　差

表５　肥育全期間の発育（平均）
胸囲の増減体長の増減体高の増減ＤＧ増体重終了時体重開始時体重供試頭数
（�）（�）（�）（�／日）（�）（�）（�）（頭）
１０１．３６０．６３５．４１．００５５４．７７１７．０１６２．３４試験区
　７９．４３７．８２３．００．８５４６４．８７５８．８２９４．０５対照区

０．１５　８９．９　　差
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５）増体比率

　肥育試験開始時と終了時の体側値を基に増体比率

をみた。終了時体重から開始時体重を差し引いた増

体重に開始時体重で除した増体重比率は、試験区で

３．４２倍、対照区で１．５８倍と試験区が格段の増体重を

示した。体重、体高、体長及び胸囲の終了時体側値

を開始時体側値で除した増体比率は試験区で体重

４．４２、体高１．３５、体長１．５９、胸囲１．８３、対照区で体

重２．５８、体高１．２０、体長１．３０、胸囲１．５２と、いずれ

の項目においても試験区が対照区より優れた、発育

性を示した。

表６　増体比率
胸囲※２体長※２体高※２体重※２体重※１区　分
１．８３１．５９１．３５４．４２３．４２試験区
１．５２１．３０１．２０２．５８１．５８対照区
０．３１０．２９０．１５１．８４１．８４差※３

※１　肥育全期間の増体重／開始時体重
※２　終了時／開始時
※３　試験区－対照区

６）体重の推移

　肥育全期間の体重の推移を図１に示した。試験開

始体重は試験区が１６２．３�、対照区が２９４．０�でス

タートした。試験区は試験開始から１０カ月齢までは

「とよのくにマニュアル」の目標体重を下回ってい

たが、１０カ月齢以降は目標体重を常時上回って推移

した。一方、試験区と対照区との同月齢での体重の

比較では、対照区の肥育開始月齢である１０カ月齢時

点と試験区の肥育開始から４カ月後の１０カ月齢時点

での体重比較は、試験区２８２．９�、対照区２９４．０�と

試験区が対照区に僅かに及ばなかった。しかし、試

験区の肥育開始６カ月後の１２カ月齢と対照区の肥育

開始２カ月後の１２カ月齢時点での同月齢での体重比

較では、逆に試験区が対照区を上回っており、その

後の同月齢間での比較は試験区が常時、対照区を上

回って推移した。また、試験区の出荷月齢である２４

カ月齢と対照区の２４カ月齢時点での比較は、試験区

７１５�、対照区６８３�と、試験区が３２�上回ってい

た。

　このことは、肥育月齢の早い、開始体重の小さい

若齢肥育は、通常肥育（約１０カ月齢から肥育開始）

より体重の伸びが良いことが示唆された。

２．飼料摂取量

　肥育全期間の飼料摂取量を表７に示した。肥育前

期の１日１頭当たりの濃厚飼料摂取量は試験区４．１４

�、対照区４．８８�。中期で試験区７．６８�、対照区で

７．９４�。後期では試験区９．８０Kg、対照区９．９６�で

あった。粗飼料摂取量は肥育前期で試験区３．７２�、

対照区４．２８�。中期で試験区２．７５�、対照区で２．７２

�。後期で試験区０．９０�、対照区で１．０６�摂取し

た。ＴＤＮ摂取比率は試験区、対照区とも肥育後期

で濃厚飼料摂取比率がやや減少したが、前期及び中

期はほぼ計画どおりの割合で摂取した。飼料要求率

は前期、中期及び後期とも試験区が良好であった。

図１　体重の推移
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表７　肥育全期間の飼料摂取量（１頭／１日当たりの平均）
飼料要求率ＴＤＮ摂取比率（％）ＴＤＮ摂取量摂取量（�）

粗　飼　料濃厚飼料（�）粗　飼　料濃厚飼料
　３．８３４０．０６０．０５．０４３．７２４．１４試験区前

期 　４．７２３９．５６０．５５．９０４．２８４．８８対照区
　７．３９１８．１８１．９７．２０２．７５７．６８試験区中

期 １０．１４２１．２７８．８７．３８２．７２７．９４対照区
１０．３３　６．７９３．３７．６８０．９０９．８０試験区後

期 １３．２４　７．２９２．８７．８６１．０６９．９６対照区

３．摂取飼料価格

　肥育全期間の摂取飼料価格を表８に示した。濃厚

飼料１�当たりの単価は肥育前期飼料４６．７５円、肥

育後期飼料４９．９円。粗飼料の牧乾草は当場産を使用

したため、確定的な単価ではないが、農家の聞き取

り調査等により１�当たり２８円で計算した。また、

ヘイキューブ及び稲わらは当場購入価格の１�当た

りヘイキューブで３７円、稲わらは２７円で計算した。

　肥育全期間を通じての濃厚飼料摂取価格は試験区

で１８８，９１８円、対照区で１９９，５９５円。粗飼料は試験区

で３７，５８４円、対照区で４０，８８６円であった。

　表９は試験区と対照区の飼料摂取価格の差を示し

た。試験区が対照区に比べて、前期で９，０９９円、中

期で１，８８７円、後期で２，９９３円、合計１３，９７９円安く仕

上がった。

　また、酪農家において、Ｆ１肥育の一貫経営を

行った場合、生後６カ月齢からの若齢肥育と、従来

どおり生後１０カ月齢から肥育を行った場合の飼料摂

取価格差について検討してみた。

　大分県酪の資料より、試験区は生後６ヶ月齢まで

の飼料費を、対照区は生後１０ヶ月齢までの飼料費

を計算すると、試験区は３７，５０２円、対照区は９６，６６１

円となった。この育成期の飼料費と肥育期の飼料摂

取量の合計額が一貫経営における飼料摂取量となる

ため、表９に示すとおり、育成期から肥育期の合計

は、試験区で２６４，００４円、対照区で３３７，１４２円とな

り、生後６カ月齢から行った若齢肥育の試験区が

７３，１３８円低コスト生産されることになる。

表８　各期間の飼料摂取価格の差（１頭当たり）

総　計計飼　　料　　摂　　取　　価　　格（円）

（濃飼＋粗飼）後　　期中　　期前　期

粗飼濃飼粗飼濃飼粗飼濃飼粗飼※２濃飼※１

２２６，５０２３７，５８４１８８，９１８５，２５６９５，４０９１１，８８３５８，４９８２０，４４５３５，０１１試験区

２４０，４８１４０，８８６１９９，５９５５，９５４９７，７０４１１，６２０６０，６４８２３，３１２４１，２４３対照区

　　　　　※１　濃飼：濃厚飼料　※２　粗飼：粗飼料

表９　育成及び肥育全期間の飼料摂取価格（１頭当たり）

合　計計飼　料　摂　取　価　格（円）

（前期～後期）後期中期前期育成期※１

２６４，００４２２６，５０２１００，６６５７０，３８１５５，４５６３７，５０２試験区

３３７，１４２２４０，４８１１０３，６５８７２，２６８６４，５５５９６，６６１対照区

－７３，１３８　－１３，９７９　－２，９９３－１，８８７　－９，０９９　－５９，１５９　差※２

　　　　　※１：大分県酪の資料より算出　　※２：試験区－対照区
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４．血中ビタミンＡ濃度の推移

　試験区の血中ビタミンＡ濃度（図２）は、試験開

始時の６カ月齢で９４．１IU／dl、１５カ月齢で１３７．９IU

／dl、２０カ月齢で３０．７IU／dlを示した。２０カ月齢の

３０．７IU／dlは、適正制御区域（５０～４０IU／dl）の下

限値をやや下回ったが、四肢の浮腫や下痢等の発生

は認められなかった。２０カ月齢で下限値を示したこ

とから、１頭当たりビタミンＡＤ３Ｅを５０万IU／

dl経口投与した結果、２カ月後の血中ビタミンＡ濃

度は９３．３IU／dlに上昇した。本試験での血中ビタ

ミンＡ濃度は、枝肉成績等から、「ビタミンＡ適正

制御マニュアル」どおりの、適正な血中ビタミンＡ

濃度の制御が行われたと考えられた。

５．枝肉成績

　枝肉成績を表１０に示した｡枝肉重量では試験区が

４３６．９±３０．４�、対照区が４７６．８±３２．８�と対照区が

３９．９�重かった。これは対照区の出荷月齢が試験区

の２４カ月齢より４カ月齢高い２８カ月齢の出荷で、し

かも、出荷体重も試験区より平均で４０�も重たいこ

とを考慮すれば当然な結果といえる。しかし、ロー

ス芯面積では試験区４７．０±４．２�、対照区４５．０±１．７

�と、逆に試験区が２．０�大きかった。このことは

対照区より４カ月齢早く出荷したにも関わらず対照

区より大きいかったことは、６カ月齢という早い時

期からの粗飼料多給型の若齢肥育はロース芯面積の

大きさに影響を与えることが示唆された。また、皮

下脂肪厚は、試験区が２．８±０．５�、対照区が２．９±

０．７�と両区共厚めであった。富沢らの報告では、

若齢肥育は皮下脂肪厚が薄くなると報告している

が、本試験では逆に厚い結果となった。ＢＭＳNO.

は試験区「３．８±０．９」、対照区「３．０±０．７」と試験

区が良好であった。また、等級では試験区でB３が

３頭（７５％）、B２が１頭、対照区はB３が３頭

（６０％）、B２が２頭と等級においても試験区が良

好な成績であった。

表１０　枝肉成績
等　級ＢＣＳＢＭＳ皮下脂肪バラ厚ロース芯枝肉重量推定歩留

No.No.厚（�）（�）面積（�）（�）（％）
B－３４４３．２７．８４４３９１．８７０．５１７１

試
験
区

B－３４４２．４６．１４４４４７．６６９．４１７２
B－３４４３．３７．７４７４５８．３６９．９１８０
B－２５３２．４７．３５３４５０．０７１．４１８７
B－３率４．３３．８２．８７．２４７．０４３６．９７０．３平均
７５％±０．５±０．５±０．５±０．８±４．２±３０．４±０．９
B－３４３３．４８．２４５５０４．８６９．４４２６

対
照
区

B－２５３２．４６．７４６４８３．５６９．７４５０
B－２５２３．７７．７４６４８６．９６９．１５５２
B－３４３２．０７．２４２４２０．０７０．５５５６
B－３４４２．８７．８４６４８８．８６９．９５５７
B－３率４．４３．０２．９７．５４５．０４７６．８６９．７平均
６０％±０．５±０．７±０．７±０．６±１．７±３２．８±　０．５

－０．１０．８－０．１－０．３２．０－３９．９０．６差

図２　試験区の血中ビタミンＡ濃度の推移
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まとめ

　低コスト飼養を目指すため、生後６カ月齢からの

雌のＦ１の若齢肥育試験を行い、増体及び肉質の同

時追求並びに低コスト生産について検討した。

　体重の推移は、試験区と対照区の肥育開始月齢が

それぞれ６カ月齢と１０カ月齢と、月齢の差が４カ月

間あったため、肥育前期、中期及び後期の開始体重

と終了時体重では対照区が重たかったが、これは肥

育月齢の差であり、月齢が高いほど体重が重たいの

は必然的なものである。しかし、試験区と対照区と

の同月齢時点での体重比較においては、試験区が対

照区を上回って推移した。DGにおいても、肥育

前、中及び後期いずれも試験区が対照区を上回っ

た。

　増体重では試験区が肥育前期、中期及び後期何れ

の時期も対照区より成績が良く、特に表６で示した

ように、増体重比率では、試験区が３．４２倍、対照区

が１．５８倍と試験区が対照区より２倍以上の体重の増

加がみられた。これは、体重だけでなく、体高、体

長及び胸囲の体側項目の全てにおいて、試験区が対

照区を上回る発育性を示した。このことは、枝肉成

績をみても分かるように、出荷体重で対照区が平均

４１．８�試験区より重たいにもかかわらず、推定歩留

まりは試験区７０．３％、対照区６９．７％と差が見られな

かった。また、バラ厚には差はみられなかったが、

ロース芯面積では試験区が対照区より２．０�大き

かった。このことは、胸囲の増体比率の成績とも一

致した。

　試験区と対照区では肥育の開始月齢が違うことや

各肥育ステージに月齢差があることから、単純には

比較できないものの、飼料の給与量は試験区及び対

照区とも定時体測して得た体重に応じた量を給与し

ていることから、両区とも同じ条件での飼料摂取と

なる。このことを考えれば、肥育前、中及び後期と

も試験区の飼料要求率が対照区より優れたことは、

６カ月齢からの若い肥育開始は、従来から行われて

いる肥育より、肥育効率が良い事がわかった。

　また、枝肉成績においても、試験区がＢＭＳNO.

及び枝肉等級で対照区より成績が良好であったこと

は、６カ月齢からの肥育開始は、肥育効率だけでな

く、枝肉成績も優れていることが確認できた。

　摂取飼料価格は試験区が各肥育期何れの期間にお

いても、対照区より安く仕上がっており、特に酪農

家でＦ１肥育経営を行う場合は、育成費や摂取飼料

費、肥育の回転率等から、生後６カ月齢からの若齢

肥育が低コスト生産に結びつくと考えられる。
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